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研
究
会
合
報
告
四
研
究
会
合
報
告
-
1
一
九
九
二
年
「
マ
レ
ー
シ
ア
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
華
人
思
想
意
識
の
変
容
|
|
馬
華
文
学
を
通
じ
て
|
|
」(
三
月
二
十
八
日
)
研
究
員
ム、
-， 
冨
正
巴
今冨正巳研究員
研
究
例
会
フ
ィ
ー
ル
ド
・
リ
ポ
ー
ト
(
映
像
人
類
学
)
「
志
摩
か
ら
宇
和
へ
|
|
共
同
体
の
存
続
と
変
容
」
(
六
月
二
十
七
日
)
研
究
員
守主r
I司
橋
統
文
化
H
社
会
人
類
学
は
一
九
世
紀
後
半
に
成
立
し
た
が
、
当
初
は
十
分
な
現
地
調
査
に
よ
ら
な
い
大
ま
か
な
立
論
の
域
を
出
な
か
っ
た
。
L
・
モ
ル
ガ
ン
ら
の
そ
う
し
た
進
化
主
義
的
偏
向
に
対
し
て
、
二
O
世
紀
に
入
る
と
伝
播
主
義
が
盛
ん
に
な
る
が
、
こ
れ
も
現
地
調
査
の
不
徹
底
と
い
う
弱
点
を
カ
バ
ー
さ
れ
な
か
っ
た
。
か
く
し
て
、
B
・マ
リ
ノ
ア
ス
キ
ー
や
A
・
ラ
ド
ク
リ
フ
H
ブ
ラ
ウ
ン
ら
に
よ
る
英
国
社
会
人
類
学
派
が
拾
頭
し
て
、
精
搬
な
フ
ィ
ル
1
ド
ワ
l
ク
に
も
と
づ
く
「
構
造
・
機
能
主
義
」
理
論
が
出
て
く
る
の
は
、
一
九
二
0
年
代
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
他
方
、
未
開
社
会
の
諸
事
実
に
も
と
づ
く
文
化
の
一
般
理
論
は
、
未
聞
社
会
そ
の
も
の
の
急
速
な
文
明
化
と
と
も
に
、
あ
る
意
味
で
ゆ
き
づ
ま
り
を
招
き
、
そ
の
結
果
、
人
類
学
の
対
象
は
未
聞
社
会
か
ら
「
村
落
H
民
俗
社
会
」
へ
と
拡
張
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
一
九
三
0
年
代
の
R
・
レ
ッ
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
ら
の
メ
キ
シ
コ
の
農
民
社
会
の
研
究
な
ど
は
、
そ
う
し
た
傾
向
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
て
、
以
上
の
こ
と
を
背
景
に
し
て
、
日
本
村
落
社
会
の
人
類
学
的
調
査
研
究
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
る
と
、
明
治
以
降
の
近
代
化
も
戦
後
の
昭
和
二
十
年
代
ま
で
は
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
く
、
村
落
社
会
が
急
速
に
変
化
す
る
の
は
、
高
度
経
済
成
長
期
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
戦
前
か
ら
の
岡
正
雄
ら
の
文
化
史
的
視
点
(
岡
「
古
日
本
の
文
化
層
」
一
九
三
四
)
を
ひ
と
ま
ず
踏
ま
え
た
上
で
、
福
武
直
ら
の
農
村
社
会
学
者
研
究
会
合
報
告
や
富
永
健
一
ら
産
業
社
会
学
者
の
業
績
(
福
武
「
日
本
社
会
の
構
造
」
一
九
八
一
、
富
永
「
日
本
の
近
代
化
と
社
会
変
動
」
一
九
九
O
)
を
も
吸
収
し
て
、
問
題
の
所
在
を
明
確
に
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
を
痛
感
す
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
日
本
の
村
落
社
会
に
は
、
少
く
と
も
近
・
中
世
、
場
合
に
よ
っ
て
は
古
代
に
ま
で
湖
り
う
る
文
化
伝
統
が
、
何
ら
か
の
か
た
ち
で
今
日
で
も
残
存
す
る
と
考
え
ら
れ
、
済
成
長
期
以
降
、
急
速
に
衰
退
な
い
し
変
容
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
に
至
っ
た
か
ら
で
あ
そ
し
て
そ
れ
ら
は
戦
後
の
高
度
経
る
。
私
は
、
こ
う
し
た
意
味
か
ら
、
こ
れ
ま
で
「
宮
座
」
(
畿
内
)
や
「
契
約
講
(
東
北
)
の
研
究
調
査
を
は
じ
め
、
沖
縄
、
奄
美
、
越
中
五
箇
山
、
志
摩
な
ど
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
l
ク
を
重
ね
て
き
た
が
、
昨
年
(
一
九
九
一
)
か
ら
宇
和
地
方
の
調
査
を
は
じ
め
た
。
志
摩
の
調
査
に
お
い
て
、
私
は
西
南
日
本
の
村
落
構
造
の
基
本
的
要
素
と
さ
れ
て
い
る
「
年
齢
階
梯
制
」
や
「
隠
居
制
」
が
、
今
日
で
も
な
お
共
同
体
の
重
要
な
諸
機
能
を
支
え
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
生
業
構
造
の
変
化
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
村
落
祭
記
や
葬
送
儀
礼
に
お
い
て
も
共
同
体
的
結
合
が
現
在
で
も
顕
著
に
み
ら
れ
る
こ
と
を
実
感
し
た
。
今
回
は
そ
れ
に
ひ
き
つ
づ
き
、
同
じ
西
南
日
本
の
文
化
領
域
に
属
し
、
且
、
地
勢
風
土
は
も
と
よ
り
、
多
く
の
民
俗
事
象
で
志
摩
と
共
通
の
基
盤
を
も
っ
宇
和
の
場
合
を
、
同
様
な
五
研
究
会
合
報
告
視
点
で
と
り
あ
げ
て
み
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
今
回
は
特
に
、
宇
和
で
も
海
岸
部
と
山
間
部
を
比
較
考
察
す
る
た
め
に
、
愛
媛
県
北
宇
和
郡
津
島
町
を
調
査
対
象
地
と
し
て
選
定
し
た
。
こ
の
研
究
例
会
で
の
中
間
報
告
で
は
、
志
摩
と
宇
和
の
二
つ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
デ
ー
タ
を
映
像
と
い
う
、
判
り
や
す
い
形
式
で
提
示
し
、
上
述
の
問
題
関
心
「
共
同
体
の
存
続
と
変
容
」
に
沿
っ
て
解
説
を
試
み
た
わ
け
で
あ
る
。
最
終
的
な
報
告
論
文
は
、
次
年
度
に
き
ち
ん
と
し
た
形
で
公
表
す
る
つ
も
り
で
あ
る
(
な
お
、
本
誌
本
号
の
調
査
報
告
「
東
ア
ジ
ア
の
社
会
変
動
と
伝
統
文
化
の
社
会
人
類
学
的
研
究
」
を
参
照
さ
れ
た
い
)
。
一」
ノ¥
研
究
会
合
報
告
研
究
例
会
「
中
国
の
高
等
教
育
の
理
念
と
実
際
」
(
七
月
十
一
日
)
東
洋
大
学
交
換
研
究
員
中
国
華
中
理
工
大
学
外
語
系
講
師
陳
俊
森
別
掲
「
中
国
の
高
等
教
育
の
理
念
と
実
際
」
二
九
頁
参
照
。
七
(コ
清
浄
養
神
法
(
心
の
安
定
に
よ
る
心
の
健
康
法
〉
雑
念
が
少
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
心
が
健
康
に
な
る
。
気
功
法
も
こ
の
方
法
の
一
つ
で
あ
る
。(ヨ
情
緒
を
調
整
す
る
心
の
健
康
法
こ
れ
は
自
己
の
情
緒
を
調
整
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
心
の
健
康
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
環
境
の
刺
激
に
対
し
て
正
し
く
反
応
し
、
自
己
の
情
緒
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
要
点
は
、
未
来
の
こ
と
は
よ
け
い
な
こ
と
を
考
え
な
い
こ
と
、
何
か
起
っ
て
も
お
ち
こ
ま
な
い
こ
と
、
過
去
の
こ
と
は
く
よ
く
よ
考
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
自
然
に
来
る
に
ま
か
せ
、
去
る
に
ま
か
せ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
(同
欲
望
を
抑
制
す
る
心
の
健
康
法
心
の
健
康
を
得
る
た
め
に
は
、
感
情
、
欲
望
を
調
整
し
、
名
誉
1
利
益
を
求
め
る
心
を
抑
制
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
性
欲
の
場
合
、
欲
望
は
断
つ
て
は
い
け
な
い
。
あ
せ
っ
て
は
い
け
な
い
。
持
ち
す
ぎ
て
も
い
け
な
い
。
無
理
し
で
も
い
け
な
い
。
ま
た
避
け
た
方
が
よ
い
状
況
も
あ
る
。
こ
れ
を
説
い
た
も
の
に
、
「
房
事
養
生
法
」
が
あ
る。
(日
勤
労
養
神
法
一
生
懸
命
に
働
い
て
、
悩
み
や
う
さ
を
吹
き
と
ば
し
て
し
ま
う
方
法
が
あ
る
。
孔
子
は
「
自
分
の
こ
と
を
夢
中
に
な
る
と
食
べ
る
こ
と
を
忘
れ
て
仕
事
に
う
ち
込
み
、
面
白
く
な
る
と
悩
み
を
忘
れ
、
老
年
が
忍
び
よ
る
の
を
気
づ
か
な
い
人
だ
」
と
い
っ
て
い
る
。
肘
楽
器
演
奏
、
将
棋
、
書
画
に
よ
る
養
神
法
こ
れ
ら
は
人
々
に
喜
び
を
与
え
、
心
の
健
康
を
保
持
す
る
。
定
年
退
職
の
サ
ー
ク
ル
と
し
て
、
音
楽
サ
ー
ク
ル
、
将
棋
サ
ー
ク
ル
、
書
画
サ
ー
ク
ル
な
ど
が
あ
る
。
私
は
書
道
が
心
の
健
康
に
ょ
い
と
い
う
デ
l
タ
を
ま
と
め
て
い
る
。
気
功
、
書
道
、
絵
画
、
園
研
究
会
合
報
告
芸
な
ど
を
研
究
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
気
功
、
書
道
、
絵
画
は
、
園
芸
よ
り
効
果
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
音
楽
、
絵
画
、
書
道
な
ど
に
よ
る
心
理
療
法
は
、
芸
術
療
法
と
い
わ
れ
て
い
る
。
(七)
季
節
の
変
化
に
応
じ
て
行
な
う
心
の
養
生
法
前
に
述
べ
た
の
で
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。
旬、
運
動
養
神
法
散
歩
で
心
の
健
康
を
得
る
方
法
の
一
つ
で
あ
る
。
次
に
質
疑
が
若
干
あ
り
、
つ
い
で
中
国
気
功
に
つ
い
て
解
説
が
行
わ
れ
た
。
引
き
続
い
て
実
演
と
し
て
「
散
歩
功
」
(
気
功
に
も
と
づ
く
散
歩
の
方
法
)
や
「
心
理
|
拍
打
法
」
(
手
の
労
宮
六
で
身
体
の
方
、
乳
首
、
気
海
、
環
挑
、
督
月
の
穴
〈
ツ
ボ
〉
を
た
た
く
気
功
法
)
な
ど
の
実
漬
指
導
が
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。
恩
彰
記
)
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
多
文
化
ア
ジ
ア
の
教
育
問
題
H
|
|
韓
国
・
台
湾
の
場
合
|
|
」
別
掲
〈
報
告
〉
の
通
り
、
一
九
九
二
年
十
月
三
十
一
日
、
本
学
白
山
校
舎
一
五
O
番
教
室
に
お
い
て
開
催
し
た
。
昨
年
の
「
多
文
化
ア
ジ
ア
の
教
育
問
題
I
」
で
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
例
と
し
た
が
、
今
回
は
韓
国
、
台
湾
を
中
心
に
討
論
を
試
み
た
。
本
研
究
所
で
は
一
九
九
一
年
度
よ
り
日
本
私
学
振
興
財
団
学
術
振
興
資
金
の
助
成
を
得
て
「
ア
ジ
ア
の
教
育
改
革
と
課
題
ー
ー
そ
の
理
念
と
実
際
|
|
」
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
が
、
そ
の
一
環
と
し
て
中
国
、
韓
国
、
台
湾
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
等
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
研
究
員
に
よ
る
調
査
研
究
と
同
時
に
、
各
分
野
の
専
門
家
の
講
演
を
間
き
討
一
一一
研
究
会
合
報
告
論
す
る
機
会
を
作
り
、
研
究
を
深
め
る
と
い
う
目
的
で
企
画
し
た
。
報
告
者
に
、
筑
波
大
学
教
育
学
系
助
教
授
、
朴
聖
雨
氏
、
多
摩
大
学
教
授
、
洪
祖
顕
氏
を
依
頼
。
司
会
・
阿
部
照
男
、
谷
口
一
房
男
研
究
員
。
恩
田
彰
所
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、
二
氏
の
報
告
。
そ
の
後
休
憩
を
は
さ
み
、
討
論
者
と
し
て
針
生
清
人
、
吉
田
辰
雄
研
究
員
が
加
わ
り
、
会
場
か
ら
の
質
問
も
あ
わ
せ
て
討
論
し
た
。
氏洪氏
に
つ
い
て
は
別
掲
〈
報
告
〉
(
一
六
一
本
頁
)
参
照
。
頼
終
了
後
、
二
号
館
第
二
会
議
室
に
研師
会
場
を
移
し
、
報
告
者
を
囲
ん
で
懇
具
親
会
が
聞
か
れ
た
。
究研生針れノよ左
参
加
者
は
お
よ
そ
六
O
名
、
報
告
研
究
会
合
報
告
研
究
例
会
「
シ
ベ
リ
ア
・
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
再
生
の
動
き
・
管
見
|
|
ヤ
ク
l
ツ
ク
国
際
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
会
議
報
告
|
|
」
(
十
二
月
十
九
日
)
研
究
員
松
本
誠
ロ
シ
ア
連
邦
文
化
省
、
(
ヤ
ク
i
ト
)
共
和
国
文
化
省
、
サ
ハ
共
和
国
国
立
科
サ
ハ
学
・
高
等
教
育
・
技
術
政
策
委
員
会
、
ヤ
ク
l
ツ
ク
科
学
セ
ン
タ
ー
、
ヤ
ク
!
ツ
ク
国
立
大
学
な
ど
の
機
関
が
名
を
連
ら
ね
た
「
宗
教
と
し
て
の
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
i
起
源
・
再
生
・
伝
統
」
を
テ
l
マ
と
す
る
国
際
学
術
会
議
が
一
九
九
二
年
八
月
十
五
日
か
ら
二
十
一
一
日
に
か
け
て
、
ヤ
ク
l
ツ
ク
市
内
お
よ
び
レ
ナ
川
ク
ル
ー
ズ
船
上
で
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
会
議
の
開
催
案
内
は
半
年
前
に
受
け
て
、
あ
わ
た
だ
し
く
準
備
し
、
一
週
間
前
に
な
っ
て
も
現
地
に
辿
り
着
け
る
の
か
、
不
安
が
残
っ
て
い
た
が
、
ヤ
ク
l
ツ
ク
空
港
に
降
り
立
っ
て
み
る
と
、
組
織
委
員
会
か
ら
の
案
内
者
の
出
迎
え
が
あ
り
、
一
連
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
、
空
港
ま
で
見
送
り
を
さ
れ
る
ま
で
の
問
、
ヤ
ク
l
チ
ア
の
人
々
の
暖
か
な
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
中
に
い
た
。
「
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
の
本
場
」
、
シ
ベ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
る
「
初
め
て
の
」
国
際
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
会
議
と
い
う
こ
と
で
、
国
外
か
ら
の
参
加
者
に
は
「
真
正
の
」
シ
ャ
マ
ン
に
接
し
た
い
と
い
う
希
望
が
あ
り
、
シ
ベ
リ
ア
の
少
数
民
族
の
側
に
は
民
族
の
精
神
文
化
の
核
と
し
て
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
を
再
評
価
し
、
民
族
の
自
立
化
を
図
り
た
い
と
い
う
意
図
が
込
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
感
じ
た
。
文
化
省
高
官
の
説
明
で
は
、
呼
び
か
け
た
シ
ャ
マ
ン
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
国
際
会
議
に
対
し
て
理
解
も
協
力
も
一
不
さ
な
か
っ
た
と
い
う
が
、
会
場
を
離
れ
て
、
村
に
い
る
シ
ャ
マ
ン
を
訪
ね
て
取
材
し
た
参
加
者
も
あ
り
、
五
研
究
会
合
報
告
僅
か
な
協
力
的
な
シ
ャ
マ
ン
、
ヒ
l
ラ
ー
た
ち
が
共
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
、
接
触
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
ロ
シ
ア
語
、
少
数
民
族
語
を
介
す
れ
ば
、
A
7
後
実
態
調
査
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
。
例
会
で
は
、
一
、
国
際
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
学
会
の
発
足
と
ヤ
ク
1
ツ
ク
会
議
、
二
、
ャ
ク
l
ツ
ク
会
議
の
概
要
、
コ
一
、
民
族
文
化
再
興
運
動
の
一
端
と
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
、
に
分
け
て
報
告
し
た
。
こ
の
内
容
を
文
章
化
し
た
も
の
を
後
日
、
公
表
す
る
予
定
で
あ
る
。
i 
ノ、
松本誠一研究員
